
み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
！
山
梨
県
で
は
、

平
成
二
十
五
年
一
月
か
ら
国
民
文
化
祭
が
ス

タ
ー
ト
す
る
な
ど
文
化
に
対
す
る
関
心
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。
県
内
に
は
、
県
立
美
術
館
、

博
物
館
、
考
古
博
物
館
、
文
学
館
、
科
学
館

な
ど
の
文
化
施
設
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
機

会
に
お
友
達
や
家
族
と
足
を
運
ば
れ
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。 

  
 

現
在
、
山
梨
県
と
静
岡
県
で
は
、
本
年
六

月
の
富
士
山
の
世
界
文
化
遺
産
登
録
を
目
指

し
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
富
士
山
は
、
平

成
十
九
年
に
「
世
界
文
化
遺
産
候
補
」
と
し

て
ユ
ネ
ス
コ
に
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
標
高
三

千
七
百
七
十
六
メ
ー
ト
ル
の
雄
大
な
姿
に
、

昔
か
ら
現
在
ま
で
、
人
々
は
特
別
な
思
い
を

寄
せ
、
様
々
な
関
わ
り
を
持
っ
て
来
ま
し
た
。

「
信
仰
の
対
象
」
「
芸
術
の
源
泉
」
と
い
う

顕
著
な
普
遍
的
価
値
を
持
つ
富
士
山
は
、
日

本
の
象
徴
と
し
て
外
国
で
も
有
名
に
な
り
ま

し
た
。
ま
さ
に
、
富
士
山
は
、
世
界
文
化
遺

産
に
ふ
さ
わ
し
い
宝
物
な
の
で
す
。 

今
回
は
、
世
界
遺
産
登
録
を
目
前
に
し
て
、

県
立
文
化
施
設

に
お
け
る
企
画

展
な
ど
、
富
士

山
の
魅
力
に
つ

い
て
ご
紹
介
し

ま
す
。 

  

 

   

  

 

 

 

歴
史
や
美
術
の
教
科
書
で
み
な
さ
ん
に
も

お
な
じ
み
だ
と
思
い
ま
す
が
、
山
梨
県
立
博

物
館
に
は
、
日
本
だ
け
で
は
な
く
、
世
界
的

に
も
有
名
で
貴
重
な
江
戸
時
代
の
富
士
山
の

浮
世
絵
版
画
で
あ
る
葛
飾
北
斎(
か
つ
し
か

ほ
く
さ
い)

の
「
冨
嶽
三
十
六
景
」(
ふ
が
く
さ

ん
じ
ゅ
う
ろ
っ
け
い)

の
実
物
を
は
じ
め
北

斎
の
作
品
全
四
十
六
点
を
所
蔵
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
作
品
は
、
北
斎
が
、
七
十
歳
を
過
ぎ

た
天
保(

て
ん
ぽ
う)

元
年
（
一
八
三
〇
）
頃

か
ら
数
年
を
か
け
て
製
作
さ
れ
ま
し
た
。
北

斎
の
作
品
は
、
皆
さ
ん
が
び
っ
く
り
す
る
よ 

う
な
構
図
や
面
白
い 

い
仕
掛
け
が
あ
り 

ま
す
。 

も
ち
ろ
ん
山
梨 

県
内
か
ら
見
た
富 

士
山
も
含
ま
れ
て 

い
ま
す
。
深
い
山 

々
の
間
か
ら
富
士 

山
が
見
え
る
「
甲
州
犬
目
峠
」（
上
野
原
市
）
、

鰍
沢
と
富
士
山
を
組
み
合
わ
せ
た
「
甲
州
石

班
沢(

か
じ
か
ざ
わ)

」
（
富
士
川
町
）
な
ど

な
ど
。
例
え
ば
、
「
甲
州
三
坂
水
面
」
に
は

御
坂
峠
か
ら
見
た
富
士
山
と
、
河
口
湖
に
映

っ
た
「
逆
さ
富
士
」
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

面
白
い
の
は
、
実
際
の
富
士
は
岩
が
リ
ア
ル

に
描
か
れ
た
夏
の
山
、
一
方
、
湖
に
映
る
の

は
雪
を
か
ぶ
っ
た
冬
の
山
。
し
か
も
映
る
場

所
が
左
に
ず
れ
て
お
り
、
二
つ
の
山
に
よ
っ

て
平
行
四
辺
形
が
で
き
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

他
に
も
驚
く
作
品
が
い
く
つ
も
あ
り
ま
す
。 

 
 

ま
た
、
も
と
も
と
は
タ
イ
ト
ル
の
と
お
り

三
十
六
点
（
冨
嶽
三
十
六
景
）
の
予
定
で
し

た
が
、
人
気
で
十
点
が
追
加
さ
れ
た
ほ
ど
江

戸
時
代
の
庶
民
に
大
変
親
し
ま
れ
て
い
ま
し

た
。
富
士
山
だ
け
で
は
な
く
人
々
の
生
活
の

様
子
も
描
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
作
品

を
「
北
斎
の
冨
嶽
三
十
六
景
」
展
と
し
て
六

月
十
五
日(

土)

～
七
月
八
日(

月)

の
期
間
展

示
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

連
絡
先
（
〇
五
五
―
二
六
一
―
二
六
三
一
） 

  

 

 

南
都
留
郡
富
士
河
口
湖
町
の
河
口
地
区
に

は
、
富
士
山
か
ら
伸
び
る
道
と
し
て
、
駿
河

国(

静
岡
県)

を
通
過
す
る
東
海
道
と
甲
斐
国

を
結
ぶ
古
代
の
主
要
道
路
で
あ
る
官
道(

か

ん
ど
う)

「
御
坂
路
」
が
通
っ
て
い
ま
す
。 

平
安
時
代
の
公
式
の
歴
史
書
『
日
本
三
大

実
録
』
に
は
「
貞
観(

じ
ょ
う
が
ん)

六
年(

八

六
四)

に
富
士
山
が
大
噴
火
し
、
富
士
山
北
麓

に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
の
を
き
っ
か

け
に
、
貞
観
七
年(

八
六
五)

に
甲
斐
国
八
代

郡
に
浅
間
神
社
が
つ
く
ら
れ
た
」
と
記
さ
れ

て
い
ま
す
。 

 

富
士
山
の
噴
火
を
鎮(

し
ず)

め
る
た
め
に

最
初
に
置
か
れ
た
浅
間
神
社
は
、
こ
の
河
口

浅
間
神
社
の
可
能
性
が
濃
厚
で
す
。 

 

実
物
の
出
土
品
を
見
た
り
、
も
っ
と
詳
し

い
こ
と
を
知
り
た
い
人
は
、
ぜ
ひ
、
山
梨
県

立
考
古
博
物
館
（
甲
府
市
下
曽
根
町
）
へ
足

を
運
ん
で
く
だ
さ
い
。 

企
画
展
「
日
本
一
の
富
士
山
」
展 

は
七
月

十
三
日(

土)

～
九
月
一
日(

日)

、
ミ
ニ
展
示

は
六
月
十
九
日(

水)

～
七
月
十
二
日(

金)

の

期
間
開
催
し
ま
す
。
連
絡
先
（
〇
五
五
―
二

六
六
―
三
八
八
一
） 

 

  
 
 
 
 

 

中
学
一
年
生
で
勉
強
す
る
「
竹
取
物
語
」
。 

そ
の
竹
取
物
語
に
は
、
か
ぐ
や
姫
が
残
し

た
不
死
の
薬
を
、
天
に
一
番
近
い
山
の
て
っ

ぺ
ん
で
燃
や
し
た
こ
と
か
ら
、
「
富
士
（
不

死
）
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う

話
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
、
ご
存

じ
で
し
た
か
？ 

 

「
走
れ
メ
ロ
ス
」
の
作
者
・
太
宰
治(

だ
ざ

い
お
さ
む)

は
、
山
梨
の
御
坂
峠
で
過
ご
し
た

日
々
を
小
説
「
富
嶽
百
景
」(

ふ
が
く
ひ
ゃ
っ

け
い)

に
書
き
ま
し
た
。
「
富
士
に
は
月
見
草

が
よ
く
似
合
ふ
」
と
い
う
有
名
な
一
節
。
こ

れ
ら
、
文
学
に
描
か

れ
た
様
々
な
富
士
山

を
紹
介
す
る
特
設
展

「
富
士
山
と
文
学
」
を

山
梨
県
立
文
学
館
で

四
月
二
十
七
日(

土)

～
七
月
七
日(

日)

の

期
間
開
催
し
ま
す
。

文
学
館
で
富
士
山
ネ

タ
を
ゲ
ッ
ト
し
よ

う
！
ぜ
ひ
、
遊
び
に

来
て
く
だ
さ
い
。
お

待
ち
し
て
ま
す
。
連

絡
先
（
〇
五
五
―
二

三
五
―
八
〇
八
〇
） 

や
ま
な
し
文
化
Ｎ
Ｏ
Ｗ 

世
界
遺
産
登
録
迫
る
！ 

世
界
の
宝 

 

「冨
嶽
三
十
六
景
」 

 

葛飾
かつしか

北斎
ほ く さい

「冨嶽三十六景
ふがく さん じ ゅう ろっけい

」より「凱風
がいふう

快晴
かいせい

」 

信
仰
の
山 

「富
士
山
」 

山梨県立博物館 

（笛吹市御坂町） 
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「富
士
山
」と
文
学 

 

☆県立美術館、博物館、考古博物館、文学館

は、小学校、中学生の方は土曜日や夏休み期

間中(７月１０日～８月３１日)は無料で施設

を利用できます！ 

家族やお友たちと遊びにきてね！ 

富士山世界文化遺産登録出前講座 

「富士山」を世界の宝として未来へ伝え

ていくため、学校などで富士山を学んで

いただく出前講座を実施しています。 

連絡先（世界遺産推進課富士北麓分室） 

    TEL(0555)72-4132 

 

 

葛飾
かつしか

北斎
ほ く さい

「冨嶽三十六景
ふがく さん じ ゅう ろっけい

」より「甲州三坂水面
こ うしゅうみさかすいめん

」 

山梨県立文学館 

              （甲府市貢川） 

 

平成２５年４月 


